




















































































へのアクセス向上：（1） 渋沢敬三総合年譜の作成／（2） 収集資料群の把握／（3） 敬三紹介サイトの作成」
業務などが渋沢史料館に引き継がれている。後者の場合は、筆者自身の研究に限っても次に課題を多く
残したままであり、筆者以外に没後 50年事業等に関わった人々も筆者と同様の状況のままだと考えら
れる。
（2）慶應義塾大学文学部古文書室所蔵資料である櫻田勝徳資料をさすときは「櫻田」の文字を使いそれ
以外の場合は桜田を用いることにした。
（3）本書では追加情報がなかったアチック写真の資料については割愛している。そのため、『アチック写
真　vol. 6』を共に御照覧されたい。
（4）なお、当初は本書において、民博で撮影された資料写真も掲載する予定であったが、本書刊行にお
ける紙幅・予算の関係上、断念した。資料画像については民博の webサイトの資料データベースを参照
されたい。
（5）各動画についてはいずれも各所蔵機関においてデジタル化されたデータがあり、これを基に
Windows Media Playerにて再生、タイムカウントやカット数などを計測し数値化した。
（6）なお、当初は本書において、動画資料の映像をカット単位で掲載する予定であったが、本書刊行に
おける紙幅・予算の関係上、断念した。これについては別の機会に譲り映像における資料論的考察と共
に資料紹介をすることを今後の課題としたい。
（7）なお、当初は本書において、資料内の挿絵や図などのカットをズームアップした写真を別項目で掲
載する予定であったが、本書刊行における紙幅・予算の関係上、断念し、ページ毎の写真をもって代え
た。
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